
　
　
　
グ
ラ
ム
プ
著

　
　
　
　
　
「
マ
ン
チ
ェ
　
ス
タ
ー
経
済
学
派
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W
i
l
l
i
a
m

D
.

G
r
a
m
P
P
｡

T
h
e

M
a
n
c
h
e
s
t
e
r

S
c
h
o
o
l
o
f

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
E
c
o
n
o
m
i
c
s
｡

S
t
a
n
f
o
r
d
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
P
r
e
s
s
｡

S
t
a
n
f
o
r
d
｡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9
6
0
｡

v
i
i
i
+
}
切
a
P
?

　
一
八
四
六
年
の
穀
物
法
撤
廃
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
自
由
貿
易
に
最
終
的
　
　
で
あ
り
、
そ
の
中
心
勢
力
が
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
穀
物
法
反
対
協
会

に
踏
み
切
っ
た
。
こ
れ
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
勝
利
で
あ
り
、
土
地
　
　
M
a
n
c
h
e
s
t
e
r

A
n
t
i
-
C
o
r
nL
a
w

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
（
一
八
三
八
年
結

貴
族
階
級
に
と
っ
て
一
大
打
撃
で
あ
っ
た
こ
と
、
又
、
こ
の
勝
利
を
も
　
　
成
）
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
は
既
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
自
由
貿
易

た
ら
す
上
に
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
を
中
心
地
と
し
、
コ
ブ
デ
ン
R
i
c
h
-
　
論
者
、
経
済
的
自
由
主
義
の
主
張
者
を
指
し
て
通
常
云
わ
れ
る
マ
ン
チ

Q
l
c
o
b
d
e
n
と
ブ
ラ
イ
ト
J
o
h
n

B
r
i
g
h
t
を
運
動
の
中
心
的
指
導
　
　
ェ
ス
タ
ー
派
M
a
n
c
h
e
s
t
e
r

S
c
h
o
o
l
な
る
名
称
は
、
ヂ
ズ
レ
リ

者
と
す
る
穀
物
法
反
対
運
動
A
n
t
i
-
C
o
n

L
a
w

M
o
v
e
m
e
n
t
が
非
　
　
D
i
s
r
a
e
l
i
が
ト
ー
リ
ー
党
ピ
ー
ル
派
及
び
ウ
ィ
ッ
グ
党
を
非
難
す
る

常
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
、
運
動
の
母
体
が
全
国
穀
物
法
反
対
　
　
議
会
演
説
（
一
八
四
八
年
）
の
中
で
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
穀
物
法
反

同
盟
N
a
t
i
o
n
a
J
A
n
t
i
-
C
o
r
nL
a
w

L
e
a
g
u
e
（
一
八
三
九
年
結
成
）
　
　
対
者
速
に
対
し
て
、
侮
蔑
的
に
命
名
し
た
も
の
に
由
来
す
る
。
こ
れ
も
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比
較
的
周
知
の
事
実
と
云
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
出
で
ぬ
場
合
が
多
か
っ
た
と
云
え
よ
う
。
グ
ラ
ム
プ
の
本
書
は
こ
の

　
一
八
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
の
イ
ギ
リ
ス
に
は
、
全
国
　
　
点
で
ユ
ニ
Ｉ
ク
な
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
派
と
は
何

的
な
規
模
で
の
運
動
が
相
次
い
だ
。
労
働
者
階
級
は
成
年
男
子
普
通
選
　
　
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
社
会
層
か
ら
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

挙
権
を
要
求
す
る
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
運
動
の
中
核
と
な
り
、
ま
た
、
穀
物
　
　
か
、
そ
れ
は
古
典
派
経
済
学
者
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
、

法
反
対
運
動
は
工
業
家
を
中
心
に
、
都
市
の
諸
階
層
及
び
借
地
農
ら
を
　
　
運
動
の
動
機
と
目
的
は
何
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
お
こ
し
た
の

も
加
え
た
勢
力
を
も
ち
、
地
主
層
は
こ
れ
に
対
抗
し
て
反
対
同
盟
　
　
か
、
等
々
の
問
題
を
原
資
料
に
基
い
て
解
明
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

A
n
t
i
-
L
e
a
g
u
e
　
（
グ
ラ
ム
プ
に
よ
れ
ば
T
h
e

a
n
t
i
-
a
n
t
i
-
c
o
r
n
-

本
書
の
構
成
は
次
の
如
く
で
あ
る
｡

l
a
w

l
e
a
g
u
e
｡
p
.

7
6
）
を
結
成
し
た
。
こ
れ
ら
諸
運
動
の
複
雑
な
相
　
　
　
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n

:
M
a
n
c
h
e
s
t
e
r

R
e
v
i
s
i
t
e
d

互
作
用
を
通
し
て
、
一
八
四
六
年
の
穀
物
法
撤
廃
、
四
七
年
の
十
時
間
　
　

1
.

W
h
a
t

t
h
e

S
c
h
o
o
l

W
a
s

労
働
法
制
定
、
四
九
年
の
航
海
条
令
撤
廃
な
ど
、
い
ず
れ
も
画
期
的
な
　
　

2
.

T
h
e

E
c
o
n
o
m
i
s
t
s
a
n
d

t
h
e

S
c
h
o
o
l

諸
政
策
が
相
次
い
で
実
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。
か
よ
う
な
、
イ
ギ
リ
ス
　
　
　
ω
･

T
h
e

C
o
r
n

L
a
w
s

の
社
会
経
済
史
上
極
め
て
重
要
な
意
義
を
も
ち
更
に
世
界
史
の
動
向
に
　
　
　
4
･

T
h
e

C
a
m
p
a
i
g
n

f
o
r
R
e
p
e
a
l

も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
の
時
期
及
び
こ
れ
ら
の
連
動
に
つ
い
て
の
　
　
　
5
.

W
h
y

t
h
e

L
a
w
s

W
e
r
e

R
e
p
e
a
l
e
d

研
究
は
、
既
に
枚
挙
に
暇
な
い
程
多
く
出
さ
れ
て
い
る
。
然
し
、
甚
だ
　
　
　
?

T
h
e

S
c
h
o
o
l

a
f
t
e
r
R
e
p
e
a
l

不
思
議
な
こ
と
に
、
従
来
の
研
究
の
殆
ん
ど
は
、
チ
ャ
ー
チ
ズ
ム
、
哲
　
　
彼
は
序
章
で
ま
ず
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
派
に
つ
い
て
の
従
来
の
代
表
的
な

学
的
急
進
派
、
又
は
一
般
的
に
取
上
げ
ら
れ
た
自
由
貿
易
運
動
等
に
関
　
　
見
解
を
誤
り
と
し
て
退
け
る
。
批
判
の
対
象
に
取
上
げ
ら
れ
た
の
は

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
派
そ
の
も
の
を
正
面
か
ら
取
　
　
D
i
c
e
y
｡

A
.
D
｡
の
"
L
a
w

a
n
d

P
u
b
l
i
c
O
p
i
n
i
o
n
"
｡
H
a
l
6
v
y
｡
E
.

扱
っ
た
も
の
は
殆
ん
ど
な
く
、
そ
の
た
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
わ
れ
わ
　
　
の
"
P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
c

R
a
d
i
c
a
l
i
s
m
"
｡
T
i
n
b
e
r
g
e
n
｡
J
.
の
"
T
h
e
-

れ
の
知
識
は
、
は
じ
め
に
記
し
た
如
き
極
め
て
表
面
的
常
識
的
な
範
囲
　
　
o
r
y

o
f

E
c
o
n
o
m
i
c

P
o
l
i
c
y
"
　
（
い
ず
れ
も
書
名
を
略
記
し
た
）
な
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ど
、
古
典
的
な
価
値
を
も
つ
研
究
書
で
あ
る
。
グ
ラ
ム
プ
は
、
こ
れ
ら
　
　
と
し
た
理
由
は
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
）
。
マ
ン
チ
ェ

の
著
者
が
い
ず
れ
も
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
派
を
経
済
的
自
由
を
要
求
す
る
　
　
ス
タ
ー
派
を
か
よ
う
に
解
す
れ
ば
、
従
来
の
研
究
に
見
ら
れ
る
如
く
、

集
団
と
解
し
、
そ
れ
を
大
ブ
リ
テ
ン
に
l
a
i
s
s
e
r

f
a
i
r
e
を
実
現
す
る
　
　
彼
ら
に
l
a
i
s
s
e
r

f
a
i
r
e
の
主
張
を
求
め
る
の
は
、
誤
解
に
基
く
甚
だ

た
め
の
十
字
軍
で
あ
っ
た
と
評
価
し
た
の
を
誤
解
で
あ
る
と
し
、
か
か
　
　
し
い
見
当
ち
が
い
と
云
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。

る
誤
解
を
除
く
こ
と
を
本
書
の
目
的
の
一
つ
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
章
で
は
、
反
対
運
動
期
間
中
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
派
を
構
成
し

　
彼
に
よ
れ
ば
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
派
は
、
一
八
三
八
年
か
ら
四
六
年
　
　
た
五
グ
ル
ー
プ
が
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動
機
が
説
明
さ
れ
て
い

に
か
け
て
、
穀
物
法
の
完
全
且
つ
即
時
の
撤
廃
を
唯
一
の
目
的
と
し
て
　
　
る
。
第
一
は
、
自
由
貿
易
が
織
物
の
需
要
を
増
加
さ
せ
、
賃
金
そ
の
他

結
成
さ
れ
た
S
c
h
o
o
l
で
あ
る
（
ヂ
ズ
レ
リ
に
よ
る
命
名
を
彼
は
重
視
　
　
の
費
用
を
減
少
さ
せ
、
外
国
の
織
物
業
の
発
達
を
妨
げ
る
と
信
ず
る
一

す
る
）
。
三
七
年
以
前
に
は
ふ
g
o
o
}
は
な
く
、
あ
っ
た
の
は
自
由
貿
　
　
群
の
実
業
家
達
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
数
が
多
く
巨
額
の
運
動
資
金
を
提

易
論
者
の
一
群
の
み
で
あ
り
、
四
七
年
以
後
の
そ
れ
は
、
コ
ブ
デ
ン
と
　
　
供
し
た
と
い
う
意
味
で
重
要
な
存
在
で
は
あ
っ
た
が
、
指
導
的
な
位
置

ブ
ラ
イ
ト
の
信
奉
者
よ
り
な
る
・
特
定
の
目
的
を
持
た
ぬ
集
団
に
す
ぎ
　
　
に
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
第
二
は
、
人
道
主
義
的
な
実
業
家
達
で
あ

な
い
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
派
は
、
古
典
学
派
が
S
c
h
o
o
l
で
あ
っ
た
よ
　
　
っ
て
、
彼
ら
は
、
穀
物
法
が
食
料
価
格
を
高
く
し
、
下
層
階
級
の
生
活

う
な
意
味
で
の
学
派
で
は
な
い
、
彼
ら
に
は
一
貫
し
た
学
説
も
特
定
の
　
　
を
困
難
に
し
て
い
る
と
信
じ
て
、
撤
廃
を
要
求
し
た
。
第
三
は
、
コ
ブ

思
想
も
な
い
。
あ
る
の
は
た
だ
、
穀
物
の
自
由
貿
易
が
穀
物
価
格
・
エ
　
　
デ
ン
及
び
ブ
ラ
イ
ト
に
代
表
さ
れ
る
平
和
主
義
者
達
P
a
c
i
f
i
s
t
s
で
あ

業
製
品
の
需
要
・
賃
金
・
雇
用
・
地
代
に
与
え
る
影
響
を
重
大
視
す
る
　
　
る
。
自
由
貿
易
は
平
和
時
の
経
済
的
利
益
を
非
常
に
大
き
な
も
の
と

考
え
の
み
で
あ
る
。
但
し
、
彼
ら
の
示
し
た
考
察
の
う
ち
の
い
く
つ
か
　
　
し
、
そ
の
結
果
、
世
界
中
の
売
手
と
買
手
が
そ
れ
ぞ
れ
の
政
府
に
戦
争

に
は
、
事
実
に
基
く
完
璧
な
推
論
を
行
っ
て
、
同
時
代
人
た
る
リ
カ
ー
　
　
を
お
こ
さ
せ
な
く
す
る
、
と
彼
ら
は
信
じ
た
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
派
の

ド
派
経
済
学
者
達
の
仕
事
を
遥
か
に
抜
く
水
準
に
達
し
て
い
る
も
の
が
　
　
有
名
な
植
民
地
反
対
論
は
専
ら
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
手
で
行
わ
れ
た
も
の

あ
る
　
（
グ
ラ
ム
プ
が
、
本
書
の
標
題
を
S
c
h
o
o
l

o
f

E
c
o
n
o
m
i
c
s

　
で
あ
る
。
第
四
は
、
哲
学
的
急
進
主
義
者
P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
c
(
o
r

L
o
n
d
o
n
）
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R
a
d
i
c
a
l
s
　
で
あ
る
。
彼
ら
は
一
八
三
六
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
穀
物
法
反
　
　
　
第
二
章
で
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
派
と
古
典
学
派
経
済
学
者
と
の
関

対
協
会
A
n
t
i
-
C
o
r
n

L
a
w

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
を
結
成
し
た
。
こ
れ
は
、
　
係
が
問
わ
れ
、
運
動
に
お
い
て
は
こ
の
両
者
は
殆
ん
ど
無
関
係
で
あ

二
年
後
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
同
名
の
組
織
が
結
成
さ
れ
る
上
に
大
き
　
　
り
、
経
済
政
策
の
主
張
に
お
い
て
は
、
全
く
相
反
す
る
立
場
に
あ
っ
た

な
刺
激
と
援
助
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
っ
た
チ
　
　
と
結
論
さ
れ
る
。
「
こ
の
撤
廃
運
動
の
最
も
教
訓
的
な
側
面
の
一
つ

ャ
ー
ル
ズ
・
ビ
ラ
ー
ズ
c
h
a
r
l
e
s

V
i
l
l
e
r
s
は
、
一
八
四
一
年
に
コ
　
　
は
、
運
動
の
目
的
た
る
経
済
政
策
の
大
変
更
が
大
部
分
の
経
済
学
者
の

ブ
デ
ン
と
交
替
す
る
迄
、
議
会
に
お
け
る
自
由
貿
易
派
の
指
導
者
で
あ
　
　
反
対
を
押
し
き
っ
て
遂
行
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の

っ
た
。
し
か
し
、
既
に
一
八
三
二
年
の
議
会
改
革
を
勝
取
っ
た
経
験
を
　
　
教
訓
的
な
側
面
は
、
理
論
的
な
経
済
学
者
達
が
、
い
つ
も
の
熟
練
し
た

持
ち
、
政
治
的
策
謀
に
長
じ
、
次
第
に
政
府
内
で
地
位
を
獲
得
し
つ
つ
　
　
忠
告
を
与
え
る
代
り
に
、
慎
重
・
抑
制
・
忍
耐
を
説
き
、
無
理
論
の
実

あ
っ
た
彼
ら
と
、
官
職
を
拒
み
続
け
る
粗
野
で
頑
固
な
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
　
　
業
家
達
が
直
接
の
行
動
を
要
求
し
で
、
妥
協
や
中
庸
に
耳
を
籍
さ
な
か

ー
の
指
導
者
達
と
の
間
に
は
深
い
み
ぞ
が
あ
り
、
急
進
派
の
人
々
の
中
　
　
っ
た
こ
と
で
あ
る
・
Ｌ
p
.

3
5
-
6
.

に
は
運
動
の
途
中
や
成
功
の
直
後
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
派
と
離
れ
て
ゆ
　
　
　
ス
ミ
ス
や
リ
カ
ー
ド
ら
が
自
由
貿
易
論
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の

く
者
が
多
か
っ
た
。
第
五
は
中
産
階
級
の
急
進
主
義
者
m
i
d
d
l
e
-
　
　
　
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
が
貿
易
制
限
の
全
面
的
な
即
時
撤
廃
を

c
l
a
s
sr
a
d
i
c
a
l
s
で
あ
る
。
彼
ら
と
第
四
の
グ
ル
ー
プ
と
は
そ
の
出
身
　
　
主
張
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
リ
カ
ー
ド
が
要
求
し

も
職
業
も
異
な
る
。
そ
の
多
く
は
実
業
家
で
あ
り
、
第
四
の
グ
ル
ー
プ
　
　
た
の
は
穀
物
関
税
の
引
下
げ
で
あ
っ
て
、
そ
の
除
去
で
は
な
か
っ
た
。

が
改
革
の
思
想
的
正
当
化
に
腐
心
し
た
の
と
は
反
対
に
、
改
革
達
成
の
　
　
ス
ミ
ス
と
同
じ
く
彼
は
、
国
産
品
に
課
税
す
る
場
合
、
同
種
の
輸
入
品

方
法
に
注
意
を
集
中
し
た
。
十
九
世
紀
前
半
に
彼
ら
が
果
し
た
役
割
は
　
　
に
も
関
税
を
課
す
べ
き
だ
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
マ

非
常
に
大
き
く
、
重
要
な
改
革
で
彼
ら
が
関
係
し
な
か
っ
た
も
の
は
無
　
　
カ
ロ
ッ
ク
は
師
リ
カ
ー
ド
と
全
く
同
一
の
立
場
に
立
ち
、
Ｗ
・
ソ
ー
ン

に
等
し
い
程
で
あ
る
が
、
穀
物
法
反
対
運
動
の
成
功
も
彼
ら
の
精
力
的
　
　
ト
ン
も
同
様
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
シ
ー
ニ
ョ
ア
は
若
干
異
な
る
。
ス

な
活
動
に
よ
る
と
こ
ろ
が
甚
だ
大
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ス
や
リ
カ
ー
ド
ら
と
同
様
彼
も
農
業
の
既
得
権
を
認
め
は
し
た
が
、
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次
第
に
穀
物
関
税
を
引
下
げ
て
十
二
年
間
で
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
一
八
　
　
一
つ
だ
け
例
を
示
す
と
、
グ
ラ
ム
プ
は
、
運
動
を
、
チ
ャ
ー
チ
ズ
ム
に

二
一
年
及
び
三
九
年
に
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
ト
レ
ン
ズ
も
三
九
年
に
　
　
結
集
し
た
労
働
者
階
級
へ
の
接
近
と
、
そ
れ
に
失
敗
し
た
の
ち
の
、
農

外
国
穀
物
の
無
制
限
輸
入
を
主
張
し
た
（
但
し
四
年
後
に
、
イ
ギ
リ
ス
　
　
村
へ
の
進
出
と
に
分
け
、
農
村
で
、
地
主
を
除
く
殆
ん
ど
の
層
の
支
持

商
品
に
課
税
す
る
国
の
穀
物
は
買
わ
ぬ
よ
う
コ
ブ
デ
ン
に
提
案
し
て
い
　
　
を
え
た
こ
と
を
、
撤
廃
成
功
の
一
因
と
見
て
い
る
。

る
）
。
マ
ル
サ
ス
が
保
護
主
義
の
主
場
に
あ
っ
た
の
は
周
知
の
こ
と
で
　
　
　
第
五
章
で
は
撤
廃
が
成
功
し
た
理
由
が
た
ず
ね
ら
れ
、
ま
た
、
運
動

あ
る
。
彼
は
、
穀
物
法
が
、
労
働
者
の
名
目
及
び
実
質
賃
金
を
引
上
　
　
参
加
者
の
動
機
が
描
き
出
さ
れ
る
。
第
一
に
、
撤
廃
は
、
ピ
ッ
ト
に
は

げ
、
そ
の
福
祉
を
増
大
さ
せ
て
い
る
と
主
張
し
た
。
穀
物
法
反
対
運
動
　
　
じ
ま
る
一
連
の
貿
易
自
由
化
へ
の
動
き
の
一
段
階
と
把
え
ら
れ
る
。
こ

が
最
後
の
数
ケ
月
を
迎
え
た
頃
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
は
原
理
を
書
ぎ
は
じ
　
　
れ
は
マ
ル
ク
ス
経
済
学
者
が
、
撤
廃
を
自
由
貿
易
へ
の
歴
史
的
傾
向
の

め
た
。
彼
は
穀
物
法
撤
廃
に
反
対
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
運
動
に
つ
　
　
所
産
と
見
做
す
の
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
か
っ
て
、
コ
プ
デ
ン
自
身

い
て
は
殆
ん
ど
沈
黙
を
守
っ
た
。
自
由
貿
易
論
者
に
背
を
向
け
た
わ
け
　
　
が
撤
廃
を
不
可
避
と
信
じ
た
の
も
、
こ
の
見
方
に
基
く
も
の
で
あ
っ

で
は
な
い
が
、
支
持
も
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
リ
カ
ー
ド
が
農
業
保
　
　
た
。
第
二
に
、
運
動
の
指
導
者
達
の
間
に
は
、
完
全
な
自
由
貿
易
が
国

護
論
を
出
版
し
て
か
ら
穀
物
法
が
撤
廃
さ
れ
る
ま
で
に
は
二
十
四
年
の
　
　
民
所
得
・
国
富
を
増
加
さ
せ
る
と
な
す
共
通
の
信
念
が
あ
っ
た
。
経
済

へ
だ
た
り
が
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
撤
廃
が
遅
れ
た
理
由
の
一
つ
を
、
グ
ラ
　
　
学
者
と
彼
ら
と
の
対
立
は
実
に
こ
の
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
経
済
学

ム
プ
は
右
の
よ
う
な
経
済
学
者
の
態
度
に
見
出
す
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
者
は
撤
廃
を
″
非
現
実
的
″
と
評
し
、
マ
カ
ロ
ッ
ク
に
い
た
っ
て
は
地

　
第
三
、
第
四
章
で
は
、
穀
物
法
の
変
遷
と
、
反
対
運
動
の
経
過
と
が
　
　
主
保
護
の
必
要
を
力
説
す
る
始
末
で
あ
っ
た
。
第
三
に
、
ブ
ラ
イ
ト
を

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
特
に
第
四
章
は
著
者
の
最
も
力
を
入
れ
た
部
分
で
　
　
典
型
と
す
る
政
治
的
な
動
機
が
あ
る
。
彼
は
、
撤
廃
で
、
地
主
及
び
上

あ
っ
て
、
穀
物
法
反
対
同
盟
以
前
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
商
工
会
の
反
対
　
　
層
中
産
階
級
の
政
治
力
を
弱
め
、
下
層
中
産
階
級
の
そ
れ
を
強
め
よ
う

運
動
か
ら
、
撤
廃
ま
で
を
原
資
料
に
基
い
て
整
理
し
叙
述
し
て
い
る
。
　
　
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
に
加
え
て
、
第
」
章
で
述
べ
ら
れ
た
五

枚
数
が
切
れ
た
の
で
こ
こ
に
そ
れ
を
紹
介
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
　
　
グ
ル
～
プ
の
動
機
－
平
和
主
義
、
賃
金
切
下
げ
等
が
若
干
詳
細
に
論
じ
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ら
れ
、
最
後
に
第
九
の
項
目
と
し
て
中
産
階
級
急
進
派
の
動
機
が
取
上
　
　
物
法
反
対
運
動
及
び
同
理
論
史
と
名
付
け
ら
る
べ
き
内
容
の
も
の
に
ほ

げ
ら
れ
る
。
す
で
に
述
べ
ら
れ
た
動
機
の
い
ず
れ
か
が
彼
ら
一
人
一
人
　
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
　
格
）

の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
彼
ら
が
運
動
に
与
え
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
源
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
特
徴
づ
け
て
い
る
d
i
s
s
e
n
t
の
態
度
で

あ
り
、
そ
の
破
壊
的
な
気
分
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
、
反
骨
に
支
え
ら
れ

た
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
集
団
、
そ
れ
が
こ
の
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
、
と
グ

ラ
ム
プ
は
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

　
第
六
章
で
は
廃
止
後
の
コ
ブ
デ
ン
・
ブ
ラ
イ
ト
ら
の
活
動
が
叙
述
さ

れ
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
が
、
穀
物
法
反
対
運
動
の
と
き
と
は
ち
が
っ
て
、

選
挙
法
改
正
に
つ
い
て
ブ
ラ
イ
ト
と
行
動
を
共
に
し
た
こ
と
が
、
若
干

皮
肉
な
現
象
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
が
本
書
の
大
体
の
内
容
で
あ
る
。
扱
わ
れ
て
い
る
問
題
の
大
き

さ
に
比
べ
て
頁
数
が
少
く
、
そ
の
た
め
、
全
体
に
堀
下
げ
が
足
ら
ず
、

運
動
史
と
も
、
運
動
を
支
え
た
種
々
の
理
論
の
紹
介
と
も
つ
か
ぬ
も
の

に
な
っ
て
は
い
る
が
、
学
史
、
社
会
経
済
史
研
究
の
手
頃
な
入
門
書
と

し
て
一
読
の
価
値
は
あ
ろ
う
。
但
し
、
。
グ
ラ
ム
プ
の
如
く
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
派
を
規
定
し
た
場
合
、
そ
れ
を
穀
物
法
反
対
同
盟
そ
の
も
の
と
区

別
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
は
せ
ぬ
か
と
い
う
疑
問
を
筆
者
は
消
す

こ
と
が
出
来
な
い
。
僅
か
十
七
頁
の
第
六
章
を
除
け
ば
、
本
書
は
、
穀
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